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村
内
の
牧
草
か
ら

基
準
値
を
超
え
る
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
農
家
へ
の
連

絡
は
自
粛
要
請
の
み
で
、

情
報
は
マ
ス
コ
ミ
報
道
頼

み
、
農
家
へ
の
説
明
に
5

日
間
も
要
し
た
こ
と
か
ら

対
応
の
仕
方
を
ど
う
検

証
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

又
、
福
島
原
子
力
発
電

所
は
今
後
も
放
射
能
を

拡
散
す
る
危
険
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
今
後

の
対
応
策
も
伺
い
ま
す
。

　

国
、
県
、
村
も
初
め

て
の
こ
と
で
畜
産
農
家
も

戸
惑
い
や
不
安
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
県
は
震

災
後
か
ら
水
道
水
及
び

降
下
物
の
放
射
能
を
毎

日
測
定
し
、
安
全
基
準
の

レ
ベ
ル
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
に
沿
っ
て
対

応
し
ま
す
。
今
後
に
つ
い

て
は
県
の
観
測
経
過
を
見

守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣

　
　
　
長
期
に
対
応
を

　

被
災
地
で
は
自
治

体
職
員
に
も
多
数
の
犠

牲
者
が
出
る
な
ど
し
て
人

手
が
足
り
ず
仕
事
に
支

障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
本
村
の
職
員

派
遣
は
短
期
が
中
心
で
す

が
長
期
の
派
遣
も
必
要
と

考
え
ま
す
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
支
援
体

制
に
ど
う
位
置
付
け
て
い

く
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
支
援
物

資
の
提
供
か
ら
行
政
機
能

を
図
る
こ
と
か
ら
も
保
健

師
・
栄
養
士
・
事
務
職
員
・

給
水
支
援
な
ど
派
遣
し

支
援
活
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
県
で
は
復
旧
・

復
興
に
中
・
長
期
的
な

視
野
で「
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。
村
で
は
、
今
後
の
復

興
に
は
相
当
の
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
長
期
的
な

派
遣
も
含
め
た
支
援
を

考
え
て
い
ま
す
。

身
近
な

公
営
墓
地
の
考
え
は

　

団
塊
世
代
が
定
年

を
迎
え
、
高
齢
化
が
進
む

中
、
最
後
は
住
み
慣
れ
た

所
で
眠
り
た
い
と
願
い
、

身
近
に
墓
地
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
が
考
え

は
。　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
要

望
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
、法
人
墓
地
は
相
当

数
の
区
画
が
あ
る
こ
と
か

ら
、今
後
の
状
況
の
推
移
、

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な

が
ら
対
応
し
ま
す
。

　

電
力
各
社
が
15
％

の
電
力
需
要
抑
制
を
促
し

て
い
ま
す
が
、村
の
施
設
、

村
民
に
対
す
る
対
応
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

村
庁
舎
の
節
電
対

策
に
つ
い
て
は
、
東
日
本

大
震
災
以
後
、
空
調
機
の

停
止
や
照
明
の
間
引
き
点

灯
に
努
め
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
電
力
使
用
の
ピ
ー

ク
と
な
る
夏
期
は
、
最
大

消
費
電
力
機
器
の
エ
ア
コ

ン
を
28
℃
に
設
定
し
、
日

中
は
各
階
を
、
計
画
的
に

一
日
２
時
間
、
停
止
す
る

こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　

照
明
に
つ
い
て
も
業
務

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、

原
則
消
灯
と
し
、
昼
休
み

は
、一
階
窓
口
を
除
い
て

全
庁
舎
を
、消
灯
し
節
電

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
に
対
し
て
は
、
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
関

連
記
事
を
、
掲
載
し
て
節

電
に
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　

28
年
国
体
開
催
が
危
惧

　
さ
れ
て
い
る
が
村
は

　
　

28
年
に
岩
手
県
で

開
催
予
定
の
第
71
回
国

体
で
す
が
、
東
日
本
大
震

災
の
復
旧
、
復
興
に
、
人

的
・
財
政
的
に
全
力
を
傾

注
す
る
こ
と
か
ら
開
催
が

非
常
に
厳
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
村
の
対
応
を
伺

い
ま
す
。

　

県
体
育
協
会
の
評

議
員
会
で
は
、
県
が
28
年

に
開
催
し
な
い
場
合
、
前

倒
し
が
、
不
可
能
で
あ
り

空
白
と
な
る
こ
と
か
ら
縮

小
、
簡
素
化
し
て
開
催
す

る
と
の
発
言
が
あ
り
、
評

議
会
の
総
意
と
し
て
予
定

通
り
開
催
を
確
認
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

村
と
し
て
も
、
他
市
町

村
と
歩
調
を
図
り
な
が
ら

28
年
開
催
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

　
　
の
育
成
と
支
援
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

住
民
が
主
体
的
に

運
営
す
る
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
育

成
支
援
を
伺
い
ま
す
。　

　
　　

本
村
で
は
、チ
ャ
グ

チ
ャ
グ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
し
て
、
財
団
法
人
滝
沢

村
体
育
協
会
が
運
営
主

体
と
な
り
、
各
種
目
別
協

会
が
、
指
導
し
て
お
り
ま

す
。
村
か
ら
は
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
一
環
と
し
て
財

政
支
援
と
施
設
使
用
料

を
免
除
し
て
い
ま
す
。
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問

問
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答

答

答

答

答

答

放
射
能
汚
染
の

　
　
　
　
対
応
と
情
報
開
示
を

東
日
本
大
震
災
後
の

　
節
電
に
対
す
る
村
の
対
策
は

対
応
策
は
県
の
公
表
を
見
守
る

エ
ア
コ
ン
を
日
中
は

　
　
計
画
的
に
各
階
2
時
間
停
止

桜井 博義議員

斉藤 健二議員

　

天
災
・
人
災
を
問

わ
ず
、
不
測
の
事
態
に
対

す
る
危
機
管
理
施
策
と
防

災
対
策
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
危

機
が
発
生
し
、
又
、
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に

備
え
、村
民
及
び
滞
在
者

の
生
命
・
身
体
及
び
財
産

へ
の
被
害
の
防
止
、
軽
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、平
成
22
年
1
月
に「
滝

沢
村
危
機
管
理
対
応
方

針
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
事
案
に

効
果
的
に
対
応
で
き
る

「
危
機
管
理
対
応
力
」の
強

化
施
策
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

　

緊
急
事
案
が
発
生

し
た
場
合
に
迅
速
か
つ
円

滑
に
対
応
す
る
た
め
、
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
行
動
手

順
書
等
を
整
備
し
て
お
り

ま
す
が
、
危
機
対
応
力
の

強
化
を
図
る
観
点
か
ら
、

随
時
検
証
し
、見
直
し
を

図
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
の
充
実

強
化
施
策
と
そ
の
取
り
組

み
は
。

　

災
害
発
生
の
度
合

い
が
高
い
ほ
ど
行
政
の
対

応
は
、
村
内
に
十
分
に
行

き
渡
ら
な
い
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

自
助・共
助
に
よ
り「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う「
自

主
防
災
組
織
の
活
動
」の

重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
お

り
、地
域
住
民
が
協
力
し

合
う
組
織
が
設
立
さ
れ
る

よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

安
全
・
安
心
な

　
学
校
体
制
の
確
立
を

　

災
害
発
生
時
の
緊

急
対
策
と
取
り
組
み
は
。

　

学
校
毎
に
消
防
計

画
や
防
火
管
理
規
定
の
中

で
災
害
発
生
時
の
緊
急
対

策
と
取
り
組
み
は
火
災
や

災
害
発
生
時
に
対
応
す
る

計
画
と
な
っ
て
お
り
、
避

難
訓
練
に
つ
い
て
は
全
て

の
小
学
校
で
年
二
回
以
上

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
活
動
の
混
乱

に
関
わ
る
対
策
及
び
今
後

の
取
り
組
み
は
。

　

日
常
的
な
指
導
の

中
で
、
児
童
生
徒
と
の
信

頼
関
係
を
築
き
、
全
て
の

教
育
活
動
を
通
じ
て
、
規

範
意
識
や
社
会
性
を
育
む

よ
う
き
め
細
や
か
な
指
導

を
行
う
こ
と
が
基
本
と
と

ら
え
て
お
り
、
各
種
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
教
職
員
の
人
事
管
理
や

施
設
の
安
全
管
理
な
ど
も

含
め
、
未
然
防
止
と
早
期

発
見
・
対
応
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問問

問

問

問

答答

答答

答

危
機
管
理
施
策
の

充
実
強
化
の
取
り
組
み
は

危
機
管
理
対
応
方
針
を
　
　
　

　
　
策
定
所
管
部
局
が
対
応

遠藤 秀
ひ で き

鬼議員

今回は、滝沢村役場新採用職員から
　　　お寄せいただいた感想をご紹介 !!

議会に
ズバリ一言!

新志会

　画面に発言者の名前や映
像が出て、観ていて分かり
やすかった。採決ボタンが
あることでスムーズに進め
ることができていることが
わかった。
　資料が配られたが、細か
くは書いていないので、聞
いていて分かりづらいとこ
ろもあった。実際に傍聴し
てみて、村がよりよい方向
に向かっていくために、議
会が大切な役割を果たして
いることを知りました。

　採決がシステムを用い
ることによって賛否が明
確にわかってよい。
　質問者、答弁者の多く
がレジメを見るために下
を向きカメラに顔が映ら
ないのは残念だと思う。
　提案理由説明者が市町
村議会によって違うこと
がわかった。（矢巾町は町
長が説明）
　答弁には課長のサポー
トが重要。議案に対して
多くの質問があり、活発
な議会になったと思いま
す。

　質疑において多くの意見が
出されて良かった。答弁の際、
もっと具体的にすることで
分かりやすいものになり、ス
ムーズな進行、議論が深まる
のではないかと思いました。
質疑でも、具体的な案を提示
する必要があるのではと思い
ました。
　行政において政策を進める
際、やはり具体的な説明及び
その政策による具体的な見通
し、効果を明確にすることが
重要であると感じた。
　各議案において、反対がな
くても、更なる案を出すなど
して、討論を深めることが必
要であると思いました。


